
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度(令和 5年度)から中信家畜畜産物衛生指導協会の予防注射料金が

改定となりますので、お知らせします。 

                              (R5.4.1から) 

畜種 種類 料金(円) 

牛 

牛アカバネ 1,620 

ＩＢＲ（５混)不活化 1,850 

ＩＢＲ（５混)生 2,050 

ＩＢＲ（６混)不活化 2,350 

ＩＢＲ（６混)生 2,150 

牛ヘモフィルス 1,170 

牛ヘモフィルス（３混） 1,620 

牛クロストリジウム(５混) 1,550 

牛下痢（５混） 2,370 

 

 アカバネ病：胎子に奇形を起こします。蚊が媒介するので、蚊の発生時期より前、4～6 月頃に

母牛に接種します。 

 ＩＢＲ５混不活化：ＩＢＲ、ＢＶＤ1 型・2 型、パラインフルエンザ、ＲＳ 

 ＩＢＲ５混生：ＩＢＲ、ＢＶＤ1 型、パラインフルエンザ、ＲＳ、アデノ 

 ＩＢＲ６混不活化：ＩＢＲ、ＢＶＤ1 型・2 型、パラインフルエンザ、ＲＳ、アデノ 

 ＩＢＲ６混生：ＩＢＲ、ＢＶＤ1 型・2 型、パラインフルエンザ、ＲＳ、アデノ 

ウイルス性の呼吸器病の予防ワクチンです。農場の呼吸器病発生状況に合わせて、感染しやす

い時期の前に接種する、定期的に接種するといった方法があります。 

5 混、6 混とも生ワクチンは妊娠牛や 3 週間以内に種付けする牛には使用できません。 

 ヘモフィルス：ヘモフィルス(ヒストフィルス)による肺炎や脳炎を予防します。 

 ヘモフィルス３混：ヘモフィルスの他、パスツレラとマンヘミアによる肺炎も予防します。 

 クロストリジウム５混：クロストリジウム属菌５種による突然死を予防します。 

 下痢５混：ロタウイルス 3 価、コロナ、大腸菌による下痢を予防します。 

 

 

 

 

 

 

 

長野県松本家畜保健衛生所 
〒390-0851 松本市島内西川原 6931 

TEL:0263-47-3223 FAX:0263-47-0101 

E-mail:matsukachiku@pref.nagano.lg.jp 

中信家畜畜産物衛生指導協会 
TEL：0263-47-6789 

予防注射料金の改定について 

問合せ先：中信家畜畜産物衛生指導協会 幹事長 

令和５年(2023 年) 4 月５日 ＜No.１＞ 

お知らせ 

中信衛生指導協会は免税事業者です。インボイスは発行しませんのでご了承ください。 



 

 

 

 法定伝染病のヨーネ病は感染から発症までの潜伏期間が数年と長く、気付かないうちに

感染が広がる疾病です。全国的に感染牛は増加しており(下グラフ)、県内でも令和３年に

７頭、令和４年に７頭が摘発されました。本病の定期検査は乳用牛で２年ごと、肉用繁殖

牛で４年ごとの実施が義務付けられています。令和５年度のヨーネ病定期検査の日程は下

表のとおりです。対象農場にはあらかじめ検査日程を通知しますのでご協力をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

所長 山本 修 

 口蹄疫は、日本の周辺諸国で発生が散発（2022 年インドネシア・中国）しており、海外

からの観光客の増加等により国内に侵入するリスクが高まっています。飼養衛生管理基準

を遵守し、家畜伝染病の防疫対策の維持・強化をお願いします。 

保健衛生課 防疫課 病性鑑定課 

課長 神戸三希 

 

 

 

 

 

 

 

課長 袴田由美 課長 大泉卓也 

伝染病等の異常通報は松本家畜保健衛生所 TEL:0263-47-3223へ 

牛のヨーネ病定期検査にご協力をお願いします 

検査日 畜種 検査日 畜種

安曇野市 明科 4月17日 肉牛 6月5日 酪農

4月24日 酪・肉 5月30日 酪農

4月25日 酪農 6月12日 酪農

6月5日 酪農 6月13日 酪農

安曇野市 堀金 4月24日 酪農 6月19日 酪農

4月18日 酪農 6月20日 酪農

5月15日 酪・肉 木曽町 三岳 7月3日 酪農

5月16日 肉牛 木曽町 日義 7月10日 肉牛

6月26日 肉牛 木曽町 福島 7月10日 肉牛

5月15日 酪農

7月25日 酪農

波田
梓川

5月22日 酪農

市町村 市町村

令和５年度　牛ヨーネ病定期検査日程表

梓川

松本市

波田

松川村

松本市

朝日村

筑北村

山形村

安曇野市 三郷

令和５年度 松本家畜保健衛生所の新たな体制がスタート！ 

牛群ドック、乳質改善、

慢性疾病対策、繁殖性

向上対策等を通じて、

生産性向上を支援しま

す。 

各種検査や病性鑑定な

どを通じて、家畜伝染

病の発生予防と、衛生

管理の向上を支援しま

す。 

病性鑑定の精密検査を

通じて、疾病の診断、

対応等、最新知識を用

いて疾病対策を支援し

ます。 


